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神栖市Ａ・Ｂトラック地区外縁部モニタリング孔の調査結果等について 
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室     長     北窓 隆子（内線６３４０） 

室 長 補 佐     塚田源一郎（内線６３４１） 

環境専門調査員     藤井 英彦（内線６３４２） 

 

茨城県 

ＴＥＬ ０２９（３０１）１１１１ 

生活環境部環境対策課長  小関 雅志 

    課長補佐(技術総括) 井上 三喜夫（内線２９６２）

保健福祉部生活衛生課長 細谷 佳史 
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  健康危機管理対策室長 青山  充（内線３２１１） 

 

神栖市生活環境部環境課 

ＴＥＬ ０２９９（９０）１１１１ 

  課       長 大槻 孝雄（内線 １４０） 

  地下水汚染対策室長 野口 正信（内線 １４６） 

 

神栖市のＡ・Ｂトラック地区の外縁部に設置した２６か所のモニタリング孔の地下水調

査において、新たに、Ｂ地区の南西地域の１孔（Ｍ－２７）から 0.004～0.005 mg／㍑の

ジフェニルアルシン酸（ＤＰＡＡ）が検出されたので、今後の対応と併せてお知らせしま

す。Ｍ－２７は、昨年９月１６日に発表した調査結果において既に検出が確認されていた

１孔（Ｍ－２０）の地下水下流側に新たに設置したモニタリング孔の１つです。 

 

１ ジフェニルアルシン酸の調査結果等について 

 (１)調査対象範囲 

Ａ・Ｂトラック地区の外縁部に設置した２６か所のモニタリング孔 
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 (２)調査結果等 

  ・採 水 日：平成１８年１０月３０日～１２月８日 

  ・採水件数：２６件 

  ・ＤＰＡＡ不検出：２５件 

・ＤＰＡＡ検 出： １件（Ｍ－２７孔（図参照）） 検出値（ヒ素換算値） 

                       採水深さ 10m 0.005 mg／㍑ 

                          採水深さ 20m 0.004 mg／㍑ 

採水深さ 30m 0.005 mg／㍑ 

採水深さ 40m 0.004 mg／㍑ 

※ＤＰＡＡ不検出：定量下限値未満のことをさす。 

本分析の定量下限値は0.001 mg／㍑（ヒ素換算値）である。 

 

なお、Ｍ－２６孔からは、フェニルアルソン酸（ＰＡＡ）が 0.003～0.005 mg／㍑

（ヒ素換算値）検出されました。 

 

 ２ 今後の対応について 

「茨城県神栖町における地下水汚染範囲のモニタリング及び飲用井戸水の安全確保に

ついて」（別紙）等に基づき、以下の対応を講ずる。 

（１）当面の対応 

  ・Ａ・Ｂトラック地区外のＭ－２７孔から、概ね２００～６００メートル圏内（図参

照）の全ての飲用井戸の調査  

  ・Ａ・Ｂトラック地区外のＭ－２７孔から、概ね２００～６００メートル圏内（図参

照）の井戸水の飲用等の自粛指導 

  ・仮設給水所の設置 

（２）その後の対応 

    ・上記（１）の飲用井戸の調査結果をもとに、専門家の意見を踏まえて、井戸水が汚

染されている可能性のある範囲を決定する。 

・上記（１）の飲用井戸の調査結果をもとに、専門家の意見を踏まえて、当該地域周

辺で新たなモニタリング孔を設定し、継続的なモニタリングを実施する。 
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別紙

（平成１６年７月５日 第４回国内における毒ガス弾等に関する総合調査検討会決定事項）

茨城県神栖町における地下水汚染範囲のモニタリング

及び飲用井戸水の安全確保について

環 境 省

茨 城 県

神 栖 町

１．地下水汚染範囲のモニタリング

これまでの調査の結果から、地下水、井戸水がジフェニルアルシン酸に汚染

されているおそれがあるのは、おおむねＡ地区、Ｂ地区を中心とするいわゆる

ＡＢトラック内に限られていると考えられる。

このため、この範囲内における井戸水の飲用の自粛等について住民に要請を

行っているところ。

今後、環境省は、茨城県及び神栖町と協力して、①ＡＢトラック内の汚染の

状況、地下水位等のデータをもとに汚染の状況を把握・予測しつつ、②ＡＢト

ラックの外周１７カ所に設置したモニタリング孔（別紙）において、季節ごと

に地下水中のジフェニルアルシン酸、地下水位及び地下水の流向・流速等を測

、 。定し 地下水の汚染範囲がＡＢトラックの外に拡大していないことを監視する

２．ＡＢトラックの外で汚染が認められる（認められるおそれがある）場合の対

応

データ予測から汚染の拡大のおそれがある場合やモニタリング孔の地下水か

ら汚染が発見された場合など、ＡＢトラックの外で汚染が認められる（認めら

れるおそれがある）場合には、以下の対応をとることとする。

１）井戸水が汚染されている可能性のある範囲の決定
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まず、広めの範囲で抜き取り調査を行った上で、その結果を踏まえて井戸

水が汚染されている可能性のある範囲を絞り込むこととし、具体的な手順は

下記のとおり。

①抜き取り調査の範囲の決定

新たに発見された汚染地点の周辺の井戸水について、専門家の意見を踏

まえて抜き取り調査を行う範囲、調査井戸を決定（毒ガス総合調査検討会

の一部委員のアドバイスを受けて決定 。）

②井戸水調査の実施

①で決定された範囲内の調査対象井戸について、茨城県及び神栖町が採

水を行い、環境省が分析を行う（まず総ヒ素を分析し、総ヒ素が検出され

たもののみジフェニルアルシン酸の分析を行う 。。）

③井戸水が汚染されている可能性のある範囲の決定

②の調査結果をもとに、専門家の意見を踏まえて、井戸水が汚染されて

いる可能性のある範囲を決定（毒ガス総合調査検討会の一部委員のアドバ

イスを受けて決定 。）

２）井戸水が汚染されている可能性のある範囲内の飲用井戸水の全数調査

１）③によって確定された井戸水汚染範囲内の飲用井戸について、全数調

査を実施（２の１）②と同様に、茨城県及び神栖町が採水を行い、環境省が

分析を行う 。）

３）新たなモニタリング範囲の設定

２）の調査結果をもとに、専門家の意見を踏まえて、該当地域周辺で新た

なモニタリング井戸を設定し（毒ガス総合調査検討会の一部委員のアドバイ

スを受けて設定 、継続的なモニタリングを実施する。）


